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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

今年の冬は幸いなことに吹雪が少なく、インフルエンザの流行も弱いようです。しかし、昨年 3月 1日、高校

の卒業式の朝から猛吹雪で、豊野入り口付近で 7台の車が玉突きとなり定期バスなどが立ち往生し、興部高校では

卒業式を延期したのを覚えていますか？　これからの地吹雪、特に国道 238号線の秋里から富丘の間はホワイトア

ウトになることがありますのでご注意ください。その興部高校ですが、29年度の入学志願者が定員を超える 41名

となりました。これはキャンパス校になってから初めてのことで、とても嬉しいことです。入学試験は 3月 7日で

す。天候に恵まれることを願っています。また、町の予算を決める 3月定例議会も 7日開会の予定です。さて、春

めいては来ましたが、路面がツルツルになることが多くなりますからお気を付け下さい。では、また。

町長日誌の第 160 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№160
町長日誌

昨日から今朝まで小雨が降るプラスの気温で、3月の様に温かく雪解けが進みそうで、屋根からの落雪にも注意

が必要な陽気です。昨日（16日）は日帰りの札幌出張でした。私が札幌へ出張する場合は公用車で名寄駅まで送っ

てもらい、ＪＲのスーパー宗谷 2号（名寄 9時 42分発）で札幌駅に向かいます。到着が 12時 06分です。大抵

の会議などは午後 1時 30分から始まりますので、ゆっくり昼食を摂ってから会議開催会場に向えます。通常、私

たちの場合一つの会議で長くても 2時間を超えることはなく、3時ぐらいから別の会議がある場合もあります。そ

の後、道庁など仕事に関係のある部署に立ち寄り挨拶や打ち合わせなどをする時間があり、夕方 5時迄公務を行う

事が出来ます。帰りは午後 5時 48分発のスーパー宗谷 3号に乗れば、午後 8時 17分名寄駅に到着し、迎えの公

用車で午後 9時半には自宅に帰れるのです。勿論、バスもこの時間に合せて名寄−興部間を運行しています。しか

し、3月 4日からこのダイヤが改正されるのを御存知でしょうか？　現在ＪＲ北海道では悪化する経営改善のため、

全道の路線の見直し、乗降客の少ない駅の廃止、キオスクや車内販売などのサービス業務の廃止が行われていて、札

幌−名寄間を運行している 4本の特急の内 2本が旭川で乗り換えとなります。朝札幌に向うスーパー宗谷 2号が廃

止されサロベツ 2号となり名寄駅 9時 25分発と少し早くなります。しかし、途中旭川でライラック 18号に乗り

換えとなりますが、待ち時間が 11分あり、札幌着は 11時 55分となります。帰りのスーパー宗谷 3号も廃止とな

り、午後 6時 30分発ライラック 35号と遅くなります。これも旭川乗り換えで、旭川で 11分待ち、サロベツ 3号

に乗り名寄駅到着が 21時 3分とこれまでより 46分遅くなることになります。しかし、これよりも大変なのが乗

車券および指定席の予約です。これまでは電話で予約できたのですが、現在すでに新たな体制になり指定席の予約

はネット予約のみとなっています。しかも、この予約システム「えきネット」はＪＲ東日本のシステムで、割引の

ない正規の金額で予約し、駅窓口で割引運賃があるＳきっぷに振り替えるなど事務手続きが複雑となり、駅員はそ

の作業にとても忙しい思いをされています。当日直接、駅窓口で券の購入をすれば問題ないのですが、指定席券は

早い者順ですから、ネットを使えない人たちはとてもとっても大変な事なのです。今、道内にはＪＲ線存続の協議

会などが路線ごとに設立され、道もワーキンググループからの答申を受け対応していく様子ですが、既に夕張や増

毛等の廃線が決まり新ダイヤから廃止になる駅も複数個所あるようです。ＪＲ北海道の経営は本当に大変な事だと

は思いますが、過疎地域の町村が孤立しない北海道と交通体系の実現を急がなければ、実現しようにも乗客の乗ら

ないＪＲになりつつあることを、知事を筆頭に私たち自身が理解しなければならないと思いました。

2 月 17 日㈮　AM10：00

朝から風が強く地吹雪模様で午後開催のミニミニ冬まつりが心配でしたが、何とか実施できましたので、私も少

しだけ参加しました。雪の滑り台、餅つき、輪投げなどのゲームと「チョコ撒き」そして花火大会が行われました。

勿論焼き鳥や、フライドポテトなどの美味しい屋台もありました。半日だけの開催と吹雪模様なことから、集まっ

た子どもの数はそんなに多くは無かったのですが、楽しそうにチューブ滑りをしている子どもたちの顔を見ていま

すと開催して頂いた観光協会とお手伝いいただいた商工青年部・女性部他の皆様に感謝申し上げます。子どもの時

につくる思い出はとても貴重なもので、この思い出を作ることが大人の役割だと私は思っています。最近外で雪遊

びをする子どもをすっかり見かけなくなりました。雪だるま、雪合戦、スキー、そり滑りなど、寒さなどそっちの

けで、外で遊ぶ子どもの笑い声が聞こえる街になればと思いました。

2月18日㈯


